
　夏の風物詩「あぐいふれあい盆踊りの夕べ」（町文化協会主催）が、８月
１６日役場前駐車場で盛大に開かれました。老若男女が会場に設けられた
やぐらの周りを輪になり、曲や太鼓の音に合わせて盆踊りを楽しみました。
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“盆踊りでふれあう” 
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主な内容 

風水害に備えて 

阿久比谷虫供養 

受講生を募集 

あぐいぶらり旅 

ページ 

　今年は伊勢湾台風から５０年。
９月は台風シーズンです。備えは
万全ですか。家族で風水害対策
をしてください。 

　９月２３日坂部地区の八幡神社
で県指定無形民俗文化財「知多
の虫供養行事」が行われます。 

　「いつでも、どこでも、だれで
も」。生涯学習を支援する教室
や講座を開催します。 

　正盛院へ石造物を探しにぶら
り旅。においのきつい野菜は寺に
持ちこんではいけないと知り…。 
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防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

拡大版

特集  特集  風水害に備えて 風水害に備えて 

伊勢湾台風から50年 伊勢湾台風から50年 伊勢湾台風から50年 伊勢湾台風から50年 
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「
伊
勢
湾
台
風
五
十
年
阿
久
比
町
防
災

訓
練
」
を
八
月
二
十
三
日
、
町
多
目
的
広

場
（
阿
久
比
中
学
校
西
）
で
行
い
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
被
災
か
ら
半
世
紀
が
経

過
し
ま
し
た
。
被
災
か
ら
学
ん
だ
経
験
や

教
訓
を
風
化
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
伊

勢
湾
台
風
襲
来
か
ら
五
十
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
る
今
年
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
�
災

害
に
強
い
阿
久
比
町
�
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
に
、
例
年
よ
り
も
規
模
を
拡
大
し
た

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
各
地
区
の
自
主
防
災
会
、
町

赤
十
字
奉
仕
団
、
あ
い
ち
防
災
リ
ー
ダ
ー

な
ど
総
勢
約
五
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
東
海
地
震
・

東
南
海
地
震
が
連
動
し
て
発
生
し
、
伊
勢

湾
台
風
並
み
の
豪
雨
で
河
川
が
は
ん
ら
ん

し
、
町
内
で
多
く
の
死
傷
者
と
被
害
が
生

じ
た
と
想
定
。
自
主
防
災
会
や
団
体
を
四

班
に
分
け
て
、
伊
勢
湾
台
風
ク
ラ
ス
の
豪

雨
を
体
験
す
る
訓
練
、
土
の
う
を
作
り
積

み
上
げ
て
い
く
訓
練
、
災
害
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
の
運
営
訓
練

な
ど
を
順
番
に
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
援
護
者
対
策
と
し
て
自
主
防

災
会
長
、
防
災
委
員
、
民
生
児
童
委
員
が

集
ま
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
に
向
け
、
地

区
で
の
取
り
組
み
の
発
表
や
意
見
交
換
を

行
い
、
今
年
度
中
に
要
援
護
者
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
目
指
す
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
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勢
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台
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の
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思
い
出
を
聞
き
ま
し
た

　
「
東
海
市
で
被
災
し
ま
し
た
。川
の
堤
防

が
切
れ
て
周
り
の
家
が
す
べ
て
水
に
つ
か

り
ま
し
た
。
近
く
で
七
十
人
の
方
が
亡
く

な
り
、
同
級
生
も
三
人
犠
牲
に
な
り
ま
し

た
。
姉
と
給
水
の
水
を
も
ら
い
に
い
く
途

中
、
犠
牲
者
の
遺
体
が
む
し
ろ
の
上
に
並

ぶ
姿
や
川
に
浮
か
ぶ
姿
を
見
ま
し
た
。
今

も
あ
の
恐
ろ
し
い
光
景
は
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
」（
五
十
九
歳
女
性
）

　
「
夜
の
七
時
こ
ろ
か
ら
停
電
し
て
、情
報

源
が
何
も
な
く
、
台
風
が
い
つ
通
り
過
ぎ

て
い
く
の
か
分
か
ら
ず
不
安
で
し
た
。
風

が
強
く
て
家
族
で
雨
戸
を
押
さ
え
ま
し
た
。

眠
れ
な
い
夜
で
し
た
」（
五
十
八
歳
男
性
）

　
「
畳
が
宙
に
浮
く
ほ
ど
の
す
ご
い
風
で
、

太
い
松
が
家
に
倒
れ
て
き
ま
し
た
。
当
時

中
学
一
年
生
で
、
台
風
が
去
っ
た
後
に
上

級
生
が
校
舎
の
屋
根
に
上
っ
て
瓦
を
直
し

て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
」（
六
十
二

歳
男
性
）

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

経
験
者
の
記
憶
か
ら
「
伊
勢
湾
台
風
」

は
消
え
去
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

日
ご
ろ
か
ら
防
災
に
対
す
る
意
識
を
一
人

ひ
と
り
が
高
め
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
て
く
だ
さ
い
。

真剣に土のう積み訓練に取り組む参加者

豪雨を体験する参加者
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風水害対策  風 水 害 対 策  
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昭
和
三
十
四
年
九
月
二
十
六
日
午
後
六

時
過
ぎ
、
紀
伊
半
島
の
南
端
潮
岬
に
上
陸

し
、
奈
良
県
中
部
を
経
て
、
午
後
九
時
に

は
鈴
鹿
峠
付
近
を
通
り
、
中
部
地
方
を
横

断
し
ま
し
た
。
こ
の
地
方
は
台
風
の
進
路

の
東
側
に
入
っ
た
た
め
、
各
地
と
も
風
と

雨
が
強
く
な
り
、
河
川
は
急
に
水
か
さ
が

増
し
ま
し
た
。
満
潮
時
に
よ
る
高
潮
と
重

な
っ
た
た
め
、
河
口
付
近
で
は
い
た
る
と

こ
ろ
で
堤
防
が
決
壊
し
、
大
き
な
災
害
と

な
り
ま
し
た
。

　

愛
知
県
下
の
被
害
は
、
犠
牲
者
三
千
百

六
十
八
人
、
行
方
不
明
者
九
十
二
人
、
家

屋
の
全
壊
二
万
三
千
三
百
三
十
四
戸
・
流

失
三
千
百
九
十
四
戸
で
し
た
。

　

阿
久
比
町
の
被
害
は
、
犠
牲
者
八
人
、

重
傷
者
四
人
、
軽
傷
者
百
七
十
三
人
、
家

屋
の
全
壊
八
十
戸
、
半
壊
二
百
二
十
九
戸

で
し
た
。（
参
考　

阿
久
比
町
発
行
『
あ

ぐ
い
の
あ
ゆ
み
』）

写真は伊勢湾台風直後の阿久比町の様子（提供  知多県民センター）

　土砂災害特別警戒区域は、愛知県が急
傾斜地を現地調査し、土砂災害の恐れの
ある区域のうち、住宅などの損壊、住民
の生命または身体に著しい危害が生じる
恐れのある区域です。このため、同区域内
にある「高岡老人憩の家」を８月３１日を
もって避難所指定を解除します。今後は、
安全な経路で最寄りの避難所のエスペラ
ンス丸山などを利用してください。

矢高字三ノ山高地内（高岡老人
憩の家北側周辺）が、愛知県の
土砂災害特別警戒区域に指定
（８月７日付け）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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町では河川の増水を早期に察知するために、下記の場所に河川水位警戒標識を設置しています。
日ごろから、設置個所や平常時の水位などを把握して、もしもの時に備えてください。
※　増水を察知したら河川には絶対に近よらないでください。

�草木川　　昭和橋下流右岸
�阿久比川　白沢橋上流右岸
�福山川　　福住新橋下流左岸
�西谷川　　神田橋下流右岸
�殿越川　　卯之宮橋上流左岸
�蟹田川　　野添橋下流左岸
�阿久比川　宮津橋上流右岸
�前田川　　梶明橋下流右岸
�英比川　　楢橋下流左岸
�十ケ川　　矢勝川除塵機上流右岸
�阿久比川　坂部橋下（愛知県設置）
�矢勝川　　岩滑西橋上流右岸
　　　　　　（半田市設置）
�矢勝川　　高田橋上流右岸
　　　　　　（半田市設置）
�矢勝川　　矢勝川除塵機南右岸
　　　　　　（半田市設置）
□問い合わせ先　建設課
　�（４８）１１１１（内２５６）

設 置 個 所

防災特集

「川の防災情報」は 
阿久比町ホームページ 

防災情報からアクセスできます 
http://www.kasen-owari.jp/

※　阿久比川は水位情報周知河川に 
　指定されています。 
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　子どもたちや学校周辺の地域の皆さんに緊急地震速報をお知ら
せする緊急地震速報受信装置を幼稚園と小中学校に設置しました。

至 岡田 

知多市 

至 名古屋 

東浦町 

至 石浜 

福山川 

図書館 図書館 

子ども 
総合支援 
センター 

子ども 
総合支援 
センター 

板山グランド 

ふれあいの森 

至 亀崎 至 亀崎 

草木小 草木小 

至大興寺 至大興寺 

N
常
滑
市 

半
田
池 

阿
久
比
川 

知
多
半
島
道
路

知
多
半
島
道
路 

知
多
半
島
道
路 

草 
木 
川 

阿久比 
インター 
チェンジ 

阿久比 
インター 
チェンジ 

農 

役場 役場 

至 乙川 

至 半田 

前田川 アピタ アピタ 

半
田
市 

た
つ
み
が
お
か 

さ
か
べ 

あ
ぐ
い 

う
え
だ
い 

し
ら
し
ら
さ
わ 

し
ら
さ
わ 

殿越川
 

殿越川
 

阿久比高 阿久比高 

給食 
センター 
給食 
センター 

至 矢田 

免 
道 
路 阿久比中 

ほくぶ幼稚園 ほくぶ幼稚園 

東部小 東部小 

英比小 英比小 

南部小 

オアシス大橋

消防署 消防署 

緊急地震速報とは
　地震の発生直後に、震源に近
い地震計でとらえた初期微動
「Ｐ波」の観測情報を解析して
震源や地震の規模（マグニ
チュード）を直ちに計算し、各
地の主要動「Ｓ波」の到着時刻
や震度を予測して、可能な限り
素早く地震情報を知らせるも
のです。

◇　学校での速報放送の
　基準
① 　阿久比町で震度３以上の
地震がくると予測された場
合に、校内の全スピーカー
から速報を放送します。
（放送メッセージ）小中学
校の場合
「♪ヒュンヒュンヒュン♪
地震がきます。机の下など、
身の安全を確保して先生
の指示に従ってください」
② 　緊急地震速報受信装置
は ２４ 時間作動しています。

◇　幼稚園・小中学校周辺の皆さんへ
　緊急地震速報受信装置は、２４時間いつでも地震の情報をキャッチしたときには機器が作動する
ように設定してあります。
　地震はいつくるか分かりません。子どもたちが誰もいなくなったときに地震がきても、緊急地震
速報装置は作動します。例えば、深夜に速報が園・校内放送で流れることもあります。
　幼稚園・小中学校周辺に住んでいる皆さんにも、この速報で地震への緊急対応をしていただくこ
とも可能です。
　子どもたちの生活の安全を守るため機器を設置しましたので、理解と協力をお願いします。
□問い合わせ先　学校教育課庶務係　�（４８）１１１１（内２０５）※　緊急地震速報受信装置は、町立の保育園・

　施設など １９ カ所に設置しています。
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●水泳平泳ぎでジュニアオリンピックに出場

第３２回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏季

水泳競技大会（８月２８日～３０日東京都で開催）に出場

を決めた加藤光君（阿久比高校１年）が、８月１２日出

場報告に町長室を訪れました。

加藤君は男子５０メートル平泳ぎと１００メートル平泳

ぎにエントリーします。

「自己ベストを目指して全力で頑張ります」と力強

く町長に大会への抱負を話していました。

町長に健闘を誓った加藤君

●宮津保育園に「メリ夫くん」来園

メリ夫くんと元気よく体操をする宮津保育園児

●輪になって踊りを楽しむ

盆踊りを楽しむ皆さん

●ビーチボールバレー、親子で大熱戦

親子ビーチボールバレー決勝大会が８月２２日、英比
小学校体育館で行われました。
４つの小学校地区で予選を行い、決勝大会では勝ち

進んだ１２チームが出場。コートでは熱戦が繰り広げら
れ、「白沢東A」チームが見事優勝に輝きました。
大会結果は次の通りです。
優勝　白沢東Aチーム　準優勝　板山Bチーム
３位　カプチーノチーム・阿久比Aチーム

真剣にビーチボールバレーに取り組む親子

８月１６日、夏の恒例行事「あぐいふれあい盆踊りの
夕べ」（町文化協会の主催）が役場前駐車場で開かれ
ました。
地区での盆踊りを終えて、今年の踊り納めとなる盆
踊りを楽しもうと会場には約３,２００人が集まりました。
老若男女が会場に設けられたやぐらの周りを輪に
なり、『阿久比音頭』や『オアシス音頭』などの曲に
合わせて踊り、盆踊りを通じて多くの町民が触れ合い
ました。

テレビ愛知で放送されている番組『メリおっと！た
いそう』の収録が８月５日宮津保育園でありました。
保育園の保護者会がテレビ局の企画に応募し、園児

たちの出演が決まりました。
保育園には、海や川をきれいにするためにキャン

ペーンを行っている、テレビ愛知エコキャンペーン
キャラクター「メリ夫くん」らが訪れました。園児た
ちはエコについてのビデオや紙芝居を見た後に、園庭
で元気よく「メリおっとたいそう」をしました。
放送予定日は９月１５日午前８時からです。
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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●もちの木園生と阿高生が交流を深める

８月６日と７日の２日間、町営プールで授産所「も
ちの木園」の園生が水泳訓練を行いました。
もちの木園では毎年、体力維持と水に対する恐怖心
をなくすことを目的に訓練を実施しています。２日間
とも阿久比高校の水泳部員などがボランティアで訓練
の手伝いをしました。生徒たちは園生と手をつないで
プールの中を歩いたり、バタ足を教えたりと楽しそう
に交流を深めていました。

園生にバタ足を教える阿高生

●ふれあいの森でケナフの花の観賞を

「地域ぐるみで育てるケナフ」実行委員会がふれあ
いの森に植えた１１０本のケナフが高さ３メートルほど
に成長しました。９月上旬ころから薄黄色のハイビス
カスに似た可憐な花が咲き始めますので、観賞してく
ださい。
実行委員会では冬にケナフを刈り取り、炭を作る計

画をしています。炭を水の中に入れると浄化作用につ
ながることに注目して、出来上がった炭を川や田んぼ
に散布するとのことです。

大きく成長したケナフ

　兄妹でとびうお杯全国少年少女水泳競技大会（８
月１日～２日静岡県浜松市）に出場した木村亮太君
（南部小６年）は、名鉄ＳＳ半田チームで２００㍍ メド
レーリレー優勝、個人では１００・２００㍍自由形、２００㍍
個人メドレーリレーで第３位。木村莉緒さん（南部
小４年）は敢闘賞を受賞しました。

　手作りいかだで速さを競う「はずストーンカップチャ
レンジレース」（８月２日幡豆町の東幡豆港）エキスパー
トの部で見事優勝した阿久比町商工会青年部の皆さん。

　インターハイ（７月 ２９ 日～８月２日奈良県）陸上女子
８００㍍ 第３位の竹内麻里子さん（中京大中京高校１年）。

　各地で開催された大会で素晴らしい成績を
収めた皆さんが、町長へ喜びの報告に訪れま
した。
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虫供養会場 

知多の虫供養行事（愛知県指定無形民俗文化財）
今年は坂部地区で開催されます。

阿久比谷虫供養の歴史
　 虫  供  養 は米作りや野菜作りで犠牲になった田畑の虫を供養するために 念  仏 

むし く よう ねん ぶつ

を行ったことが始まりとされ、 融  通  念  仏 の始祖 
ゆう ずう ねん ぶつ

 良 
りょう

 忍 
にん

 上 
しょう

 人 （１０７２年～１１３２年）
にん

により広められ平安時代終わりころから阿久比でも行われるようになった民俗信仰行事です。

　現在、阿久比谷虫供養は町内１３地区の持ち回りで当番を受け持ち、当番地区では前年の虫供

養で引継ぎを受けてから 寒  干 しや 土  用  干 しなどの数々の行事を１年かけて行い、虫供養当日を
かん ぼ ど よう ぼ

迎えます。

　供養当日は大道場と八つの小屋が設けられ、町指定文化財の１２幅の掛け軸などを飾り、 導  師 
どう し

の先導で 同 
どう

 行  衆 
ぎょう しゅう

による念仏が唱和されます。また、会場内に建てられた 大  塔  婆 の下の砂山を
おお とう ば

小さな子どもに踏ませると「かんの 虫  封 じ」になると伝えられています。
むし ふう

　永い歴史を持ち、戦乱に巻き込まれて中断しても、根強く先人たちの力でよみがえった「虫

供養」は、まちの誇れる伝統行事です。

日時　９月２３日（祝）
　　　午前８時～午後 4時
場所　坂部八幡神社

�

�

�

�

���������������������������������������

���������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

阿久比谷虫供養スケジュール

午前８時　　　開始

午後０時３０分　囃子奉納

午後１時　　　百万遍念仏開始

午後３時１０分　囃子奉納

午後４時　　　終了
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

男性 

女性 

自分の歯が何本ありますか 

0 20 40 60 80 100 ％ 

９本以下 

１０本～１９本 

２０本以上 

未記入 

95.2

84.2

19.4

93.9

10.8 84.9

25.5 31.433.3

47.229.2

青年期 

壮年期 

高齢期 

青年期 

壮年期 

高齢期 

　

皆
さ
ん
は
今
、
自
分
の
歯
が
何
本
あ
り

ま
す
か
。
二
十
本
以
上
歯
が
あ
る
と
、
ほ

と
ん
ど
の
食
べ
物
を
自
分
の
歯
で
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
二
十
本
以
上
歯
が
あ
る
と
、
年
齢
を

問
わ
ず
健
康
で
、
特
に
高
齢
者
は
認
知
症

や
寝
た
き
り
に
も
な
り
に
く
い
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
でででででででででででででででででででででででででで
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上

八
十
歳
で
二
十
本
以
上

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
のののののののののののののののののののののののののの
歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯
をををををををををををををををををををををををををを
残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残
そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ
うううううううううううううううううううううううううう

　
　

自
分
の
歯
を
残
そ
う

　

平
成
十
六
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
六
十
五
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
十

九
本
以
下
と
い
う
方
が
半
数
以
上
い
る
結

果
が
出
ま
し
た
。

　

若
い
人
で
も
歯
周
病
の
初
期
段
階
で
あ

る
歯
肉
炎
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

歯
を
失
う
原
因
は
老
化
で
は
な
く
、
若

い
と
き
に
発
症
し
た
歯
肉
炎
が
重
症
化
し

て
歯
周
病
と
な
る
た
め
に
起
こ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
歯
肉
炎
を
防
ぐ
に
は
、

年
齢
に
関
係
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
口
の
中

の
健
康
を
保
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

末
永
く
歯
を
残
す
た
め
に

　

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
物
が
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
、
次
の
こ
と
を
実
践
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

①　

歯
み
が
き
を
し
っ
か
り
す
る
（
特
に

寝
る
前
は
念
入
り
に
）。

②　

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
を

活
用
す
る
。

③　

間
食
や
甘
い
飲
み
物
を
だ
ら
だ
ら
食

べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
な
い
。

④　

食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
し
っ
か
り
取

る
。

⑤　

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
一
年
に
一

回
定
期
健
診
を
受
け
る
。

歯
周
疾
患
検
診
は
お
済
み
で
す
か

　

阿
久
比
町
で
は
、
今
年
度
四
十
歳
、
五

十
歳
、
六
十
歳
、
七
十
歳
に
な
る
方
を
対

象
に
、
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
に
は
五
月
十
五
日
付
け
で
個

別
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
期
間
は
十
一
月

三
十
日（
月
）ま
で
で
す
。
口
の
中
の
健
康

状
態
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

・
内
容　

歯
・ 
顎 
関
節
・
歯
周
病
な
ど
の

が
く

検
査
、
歯
科
保
健
指
導

・
料
金　

無
料
。
治
療
に
か
か
る
費
用
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
持
ち
物　

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
届
い
た

通
知
書
、
健
康
保
険
証

〈
受
診
で
き
る
歯
科
医
院
〉

　

町
内
の
半
田
歯
科
医
師
会
に
加
入
し
て

い
る
左
記
表
の
歯
科
医
院
で
す
。

デンタルフロス（糸ようじ） 電　話住　所歯科医院名

�（４８）０２６２
阿久比町大字
福住字平野 ２１-１

稲葉歯科医院

�（４８）４１３９
阿久比町大字
福住字高根台 １１-７

中村歯科医院

�（４８）４６０１
阿久比町大字
板山字東台 ２１-２

ひがし台歯科
医院

�（４８）８００８
阿久比町大字
宮津字名師 １５-１

石橋歯科医院

�（４８）３９３９
阿久比町大字
草木字花吹 ２１

竹内歯科医院

�（４８）６０６０
阿久比町大字
卯坂字小谷 １０３

関歯科医院

�（４８）７２３４
阿久比町大字
卯坂字古見堂 ６６-１

若子歯科

�（４８）３５６５
阿久比町大字
阿久比字宮後 ３２

やなぎその
歯科

�（４８）９６０８
阿久比町大字
椋岡字唐松３-３

クローバー
こども歯科

※　電話で予約してお出掛けください。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

※青年期２０歳～３９歳　壮年期４０歳～６４歳　高齢期６５歳～
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�◆
期
間　

十
月
五
日（
月
）〜
九
日（
金
）全

三
回

◆
時
間　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

◆
会
場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
六
百
円
程
度

◆
内
容　

エ
ク
セ
ル
を
も
う
少
し
活
用
し

た
い
方
の
た
め
の
関
数
を
中
心

と
し
た
教
室
で
す
。（
エ
ク
セ
ル

の
基
礎
的
な
操
作
が
で
き
る
方

が
対
象
で
す
）

◆
講
師　

高
士
敦
子

�◆
期
間　

十
一
月
十
八
日（
水
）〜
十
一
月

二
十
七
日（
金
）全
四
回

◆
時
間　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

◆
会
場　

阿
久
比
中
学
校

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
エ
ク
セ
ル
関
数
」

パ
ソ
コ
ン
教
室「
年
賀
状
を
作
ろ
う
」

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
円
程
度

◆
内
容　

ワ
ー
ド
で
干
支
の
絵
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
年
賀
状
を
楽
し
く

作
り
ま
す
。（
文
字
入
力
が
で
き

る
方
対
象
で
す
）

◆
講
師　

高
士
敦
子

�◆
期
間　

九
月
三
十
日（
水
）〜
十
二
月
九

日（
水
）全
六
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
二
百
円
程
度

◆
内
容　

エ
ン
ブ
ロ
イ
ダ
リ
ー
キ
ル
ト

（
レ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
制
作
し

ま
す
。

◆
講
師　

太
田
佳
子

�◆
期
間　

九
月
二
十
五
日（
金
）〜
十
月
十

六
日（
金
）全
四
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

子
育
て
中
の
母
・
祖
母
（
託
児

付
き
）

　
　
　
　

※　

託
児
で
き
る
人
数
に
は
制

限
が
あ
り
ま
す
。

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

八
百
円
程
度

◆
内
容　

乳
幼
児
を
育
て
る
お
母
さ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
子
育

楽
し
い
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

子
育
て
あ
ん
し
ん
講
座

て
講
座
で
す
。

◆
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
カ
ン
ガ
ル
ー
ポ
ケ
ッ
ト

�◆
期
間　

十
月
十
五
日（
木
）、
二
十
三
日

（
金
）

◆
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

尾
張
・
名
古
屋
地
区

◆
対
象　

六
十
歳
以
上

◆
定
員　

二
十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料
（
入
場
料
・
体
験

料
・
昼
食
代
な
ど
は
実
費
負
担
）

◆
内
容　

尾
張
・
名
古
屋
地
方
の
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
や
県
人
で
も
知
ら
な

い
所
を
中
心
に
研
修
を
行
い
ま

す
。

シ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

「
尾
張
・
名
古
屋
編
」

平
成
２１
年
度
第
三
期 

生
涯
学
習
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
三
回
目
で
す
。
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

※
　
小
学
生
対
象
の
講
座
の
案
内
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。 

パソコン教室

シニアチャレンジスクール
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�◆
期
間　

十
月
二
日（
金
）〜
二
月
十
九
日

（
金
）全
十
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
零
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

七
千
円
程
度

◆
内
容　

和
食
・
洋
食
・
中
華
の
料
理
方

法
と
食
育
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◆
講
師　

鬼
頭
寿
夫

�◆
期
間　

十
月
三
日（
土
）、
十
七
日（
土
）

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
円
程
度

◆
内
容　

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
の
入
門
で
す
。

安
全
で
お
い
し
い
秋
冬
野
菜
を

自
分
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

◆
講
師　

知
多
農
林
水
産
事
務
所
職
員

�◆
期
間　

十
月
十
日（
土
）〜
二
月
十
三
日

（
土
）全
五
回

◆
時
間　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
材
料
費
な
ど　

百
円

◆
内
容　

せ
ま
り
く
る
大
地
震
に
自
分
自

身
と
家
を
守
る
た
め
に
、
最
低

和
食
・
洋
食
・
中
華
あ
れ
こ
れ

プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
を
作
ろ
う

「
マ
イ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
講
座
」

地
震
に
負
け
な
い
た
め
に

限
知
っ
て
お
き
た
い
実
践
的
知

識
と
情
報
を
勉
強
し
ま
す
。

◆
講
師　

愛
知
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員

舟
橋
朋
範

�

�

�

�

������������������������������������������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□申込資格　町内在住・在勤・在学している方
□申込期間　９月１５日（火）まで
□申し込み方法

　　電話（平日午前９時～午後５時）、ＦＡＸ、メール、公民館窓口で申し込んでください。
　※　定員を超えた場合は初めての方を優先し、抽選により決定させていただきます。
申し込みが１０人未満の場合や講師の都合により変更などもありますのでご了承くだ
さい。

□問い合わせ先　社会教育課公民館係　�（４８）１１１１（内２６０）　ＦＡＸ（４８）６２２９
　メールアドレス shakyo@town.agui.lg.jp

植物標本を作る子どもたち 染色に挑戦する親子 

海で生き物調査 親子で理科の実験 川の水質調査 

　夏休み期間中の４日間に渡り、
「夏休み子ども教室」を開きま
した。海や川に入ったり、公民
館の周りの植物を調べたり、親
子で理科実験や染色にも挑戦し
ました。 
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　７月２８日と７月２９日の２日間、阿久比中学校で高士

敦子さんを講師に迎え、子どもパソコン教室を開きま

した。

　子どもたち自身の写真データをパソコンに取り込み、

自分で考えた図柄や模様を飾り付けて暑中見舞いや残

暑見舞いのポストカードを製作しました。作品は公民

館に展示しています。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももももパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソコココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心ををををををををををををををををををををを込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめててててててててててててててててててててて絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙ををををををををををををををををををををを描描描描描描描描描描描描描描描描描描描描描くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

　８月２０日にサマーチャレンジスクール、タイボキッ

ズクラブ、キッズアートクラブの仲間約３０人が集まっ

て町内老人福祉施設のおじいさん、おばあさんに絵手

紙を描きました。

　絵手紙を描くのは初めての子どもばかりでしたが、

夏野菜や花の絵を一生懸命描きました。みんなの気持

ちが届くといいですね。

　

卯
之
山
村
は
現
在
の
阿
久
比
町
中
央
部

に
位
置
し
、
現
在
の
大
字
卯
坂
の
南
部
に

な
り
ま
す
。

　

東
西
に
細
長
い
村
で
、
東
部
を
北
か
ら

南
に
英
比
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
集
落
は
、

英
比
川
の
西
側
の
丘
陵
地
に
南
北
に
分
か

れ
て
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
田
は
、
川

の
東
西
の
平
た
ん
地
に
広
が
っ
て
い
ま
し

た
が
、
谷
間
も
開
墾
さ
れ
て
水
田
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
村
で
は
、
米
を
は
じ
め
、
麦
、
大

根
、
そ
ば
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、

農
家
の
生
活
は
苦
し
く
、
出
稼
ぎ
が
盛
ん

で
し
た
。
出
稼
ぎ
の
中
で
も
土
木
作
業
な

ど
を
行
う
黒
鍬
稼
ぎ
に
出
る
も
の
が
最
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
黒
鍬
稼
ぎ
は
、
田

畑
を
作
っ
た
り
、
石
積
み
を
し
た
り
す
る

な
ど
の
重
労
働
が
多
く
、
三
河
山
間
部
や

遠
く
は
静
岡
県
ま
で
出
掛
け
ま
し
た
。
農

閑
期
の
重
要
な
収
入
源
と
し
て
、
大
正
時

代
初
期
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

英
比
谷
十
六
カ
村
の
は
な
し

〜
そ
の
六　

卯
之
山
村
・
稗
之
宮
村
の
は
な
し
〜

　

稗
之
宮
村
は
現
在
の
大
字
阿
久
比
で
東

西
に
長
い
村
で
し
た
。

　

村
の
北
側
を
殿
越
川
が
西
か
ら
東
に
流

れ
、
東
の
村
境
を
流
れ
る
英
比
川
に
合
流

し
て
い
ま
す
。
民
家
は
、
主
に
氏
神
（
阿

久
比
神
社
）
の
東
を
通
る
道
路
と
氏
神
の

西
を
通
っ
て
椋
岡
地
区
へ
抜
け
る
道
路
に

挟
ま
れ
た
丘
陵
地
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

田
は
、
英
比
川
の
東
側
の
平
た
ん
地
と
横

川
沿
い
に
、
集
落
を
包
む
よ
う
に
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
地
図
と
村
絵
図
を
重
ね
て
み
る

と
本
田
、
新
田
の
大
部
分
が
一
致
し
て
い

る
の
で
、
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
ま

で
に
は
す
で
に
開
墾
さ
れ
て
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
し
か
し
、
戸
数
に
比
べ
て
耕

地
が
少
な
い
の
で
矢
口
村
、
高
岡
村
で
小

作
を
す
る
者
も
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
「
椋
原
村
・
角
岡
村
の
は
な
し
」

で
す
。

（
参
考
『
あ
ぐ
い
の
あ
ゆ
み
』、『
阿
久
比

町
誌
資
料
編
一
』）
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「
パ
パ
、
み
て
。
ぼ
く
の
大
す
き
な
ミ

ニ
カ
ー
」

「
お
う
、
か
っ
こ
い
い
な
」

　

け
ん
ち
ゃ
ん
が
、
白
い
ミ
ニ
カ
ー
を
パ

パ
に
見
せ
て
と
く
い
に
な
っ
て
い
る
と
、

「
け
ん
ち
ゃ
ん
、
お
つ
か
い
に
、
い
っ

し
ょ
に
い
か
な
い
？
」

と
、
マ
マ
が
さ
そ
っ
た
。

「
う
ん
、
い
く
、
い
く
」

　

け
ん
ち
ゃ
ん
は
、
あ
そ
ん
で
い
た
ミ

ニ
カ
ー
を
お
お
い
そ
ぎ
で
お
も
ち
ゃ
ば

こ
に
し
ま
っ
た
。

「
パ
パ
、
お
る
す
ば
ん
た
の
ん
だ
わ
よ
」

　

け
ん
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
は
、
外
に
出
た
。

マ
マ
が
、

「
ま
あ
、
き
ょ
う
の
空
き
れ
い
ね
」

と
、
空
を
ゆ
び
さ
し
た
。
空
は
と
お
く

ま
で
あ
お
か
っ
た
。

「
あ
、
マ
マ
。
あ
っ
ち
に
ム
ク
ム
ク
雲

が
う
か
ん
で
る
よ
」　　
　
　
　
　
　

「
ほ
ん
と
、
き
れ
い
な
雲
ね
」

「
あ
れ
は
、
い
も
虫
・
く
じ
ら
。
あ
、

し
ん
か
ん
せ
ん
だ
。
ぼ
く
も
の
り
た
い

な
、
ル
ル
ル
ル
ル
ン
・
・
」

け
ん
ち
ゃ
ん
は
、
う
た
っ
て
み
た
く

な
っ
た
。

　
　

お
そ
ら
の
く
も
に
の
り
た
い
な

　
　

そ
し
て
と
お
く
へ
い
き
た
い
な

　
　

く
も
の
わ
た
が
し
い
っ
ぱ
い
た
べ
て

　
　

く
も
の
ベ
ッ
ト
で
ね
む
り
た
い
な

「
ま
あ
、
い
い
う
た
ね
。
マ
マ
も
ま
ね

し
ち
ゃ
お
う
」

　
　

お
そ
ら
の
く
も
に
の
り
た
い
な

　
　

そ
し
て
か
ぜ
と
あ
そ
び
た
い
な

　
　

し
ろ
い
ド
レ
ス
を
ふ
わ
ふ
わ
さ
せ
て

　
　

く
も
の
お
し
ろ
で
お
ど
り
た
い
な

　

け
ん
ち
ゃ
ん
が
、
マ
マ
の
手
を
ぎ
ゅ
っ

と
つ
か
む
と
、
マ
マ
は
、
け
ん
ち
ゃ
ん

の
方
を
む
い
て
、
に
っ
こ
り
し
た
。

「
マ
マ
、
み
て
、
み
て
！
あ
の
雲
、
ぼ

く
の
も
っ
て
る
ミ
ニ
カ
ー
と
い
っ
し
ょ

だ
よ
。
あ
の
車
の
グ
レ
ー
の
よ
こ
せ
ん

も
い
っ
し
ょ
だ
」

「
ほ
ん
と
」

「
あ
、
う
し
ろ
に
大
き
な
か
い
じ
ゅ
う

も
な
ら
ん
で
る
よ
」

「
ま
あ
、
大
き
な
口
と
大
き
な
か
ら
だ
」

　

け
ん
ち
ゃ
ん
の
お
気
に
入
り
の
白
い

じ
ど
う
し
ゃ
は
、
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り

と
走
っ
て
い
く
。

「
か
っ
こ
い
い
な
、
う
れ
し
い
な
」

　

大
き
な
声
で
、
空
に
む
か
っ
て
さ
け

ん
だ
。
そ
の
と
た
ん
、
小
石
に
つ
ま
づ

い
て
こ
ろ
ん
だ
。

「
あ
、
あ
ぶ
な
い
。
け
ん
ち
ゃ
ん
上
ば

か
り
見
て
い
る
か
ら
よ
。
ね
え
、
け
が

し
な
か
っ
た
？
」

　

マ
マ
は
、
し
ん
ぱ
い
そ
う
に
き
い
た
。

　

け
ん
ち
ゃ
ん
は
、
ぬ
げ
そ
う
に
な
っ

た
く
つ
の
ひ
も
を
な
お
し
て
、
い
そ
い

で
空
を
見
ま
わ
し
た
。

「
え
、
ぼ
く
の
車
、
ど
こ
？
」

　

車
は
、
い
つ
の
ま
に
か
き
え
て
、
う

し
ろ
に
い
た
か
い
じ
ゅ
う
が
、
大
き
な

口
を
あ
け
、
お
な
か
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
た
。

「
だ
め
だ
よ
、い
や
だ
よ
う
。
た
べ
ち
ゃ

だ
め
だ
よ
か
い
じ
ゅ
う
め
！
ぼ
く
の
だ

よ
ー
、
か
え
せ
！
」

　

け
ん
ち
ゃ
ん
は
、
げ
ん
こ
つ
を
ふ
り

あ
げ
た
。

「
マ
マ
、
ぼ
く
お
つ
か
い
に
い
き
た
く

な
い
」

　

く
る
り
と
う
し
ろ
を
む
く
と
、
け
ん

ち
ゃ
ん
は
走
っ
た
。
家
に
む
か
っ
て

走
っ
た
。

「
ぼ
く
の
ミ
ニ
カ
ー
、
ぼ
く
の
だ
い
じ

な
車
」

と
、
い
い
な
が
ら
走
っ
た
。
い
き
が
切

れ
そ
う
に
な
る
ま
で
走
っ
た
。

　

げ
ん
か
ん
を
か
け
あ
が
る
と
、

「
け
ん
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
た
ん
だ
い
」

と
、
し
ん
ぶ
ん
を
よ
ん
で
い
た
パ
パ
が

き
い
た
。

「
か
い
じ
ゅ
う
が
、
ぼ
く
の
、
ぼ
く
の

車
を
…
」

　

け
ん
ち
ゃ
ん
は
、
い
ち
も
く
さ
ん
に

へ
や
に
と
び
こ
ん
だ
。

　

白
い
ミ
ニ
カ
ー
は
、
お
も
ち
ゃ
ば
こ

に
入
っ
て
い
た
。

「
あ
っ
た
！
よ
か
っ
た
！
」

　

あ
ん
な
に
、
あ
ん
な
に
し
ん
ぱ
い
し

て
い
た
き
も
ち
が
、
や
っ
と
あ
ん
し
ん

に
か
わ
っ
て
、
け
ん
ち
ゃ
ん
の
目
か
ら
、

う
れ
し
な
み
だ
が
ポ
ロ
ポ
ロ
と
お
ち
た
。

そ
し
て
、
車
を
や
さ
し
く
な
で
た
。
な

ん
ど
も
な
で
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
け
ん
ち
ゃ
ん
を

お
い
か
け
て
き
た
マ
マ
が
、
げ
ん
か
ん

で
パ
パ
に
話
し
て
い
る
声
が
し
た
。

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
。
ハ
ハ
ハ
ハ
・・・
」

二
人
の
わ
ら
い
声
が
き
こ
え
て
き
た
。

　

け
ん
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
も
お
か
し
く

な
っ
て
、
か
た
を
す
ぼ
め
て
ク
ク
ッ
と

わ
ら
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

外
に
出
て
、
空
を
見
あ
げ
る
と
、
雲

は
、
い
つ
の
ま
に
か
山
の
よ
う
な
か
た

ち
を
し
て
う
か
ん
で
い
た
。

　

あ
の
、
に
っ
く
き
か
い
じ
ゅ
う
は
、

も
う
い
な
か
っ
た
。　

し
ろ
や
ま
会
員　

や
の　

か
づ
こ

心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心ををををををををををををををををををををを込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめててててててててててててててててててててて絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙ををををををををををををををををををををを描描描描描描描描描描描描描描描描描描描描描くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
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全国へ発信 　 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

○ ４８ 

　８月１日、生徒たちはいつもより１時間早く７時 ３０ 分に集
合しました。ＡＳＳは、「早寝早起き朝ごはん」全国協議会
の委託事業でもあります。学期に１度、自分たちで食事を作
り、“朝ごはん”を食べてから学習に取り組みます。

朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝ごごごごごごごごごごごごごごごごははははははははははははははははんんんんんんんんんんんんんんんんをををををををををををををををを食食食食食食食食食食食食食食食食べべべべべべべべべべべべべべべべててててててててててててててててかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららら朝ごはんを食べてから
AAAAAAAAAAAAAAAASSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS（（（（（（（（（（（（（（（（阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比ササササササササササササササササタタタタタタタタタタタタタタタタデデデデデデデデデデデデデデデデーーーーーーーーーーーーーーーーススススススススススススススススククククククククククククククククーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルル））））））））））））））））ASS（阿久比サタデースクール）

　ＡＳＳでは、随時参加者を募集しています。９月からは、学習塾に通っている通っていないにかかわらず
参加を受け付けています。土曜日の朝、英語と数学の学習に取り組みたい中学３年生の皆さん、ぜひ申し
込みをしてください。
＜問い合わせ先＞　学校教育課　ＡＳＳ担当まで�（４８）１１１１（内線２０２）

初回の朝ごはんのメニューは、
○　ご飯 (有機栽培米れんげちゃん )
○　煮干しから、だしをとった夏野菜のみそ汁
○　焼き魚（甘塩鮭、キュウリとワカメの甘酢和え
　の付け合わせ）
○　野菜 (ジャガイモとピーマン )とベーコンの油炒め
○　ミルク寒天
でした。あぐいくらしの会の皆さんの協力で、メ
ニューの決定から材料準備、そして当日の調理の指
導もしていただきました。

　参加した中学生は、自分たちで苦労して作った
朝食をおなかいっぱい味わい、笑顔で会食をして
いました。朝ごはんを食べて、体も頭もしっかり
目覚めた後は、別室で学習に取り組みました。
　ＡＳＳは、今年６月から始まった中学３年生を
対象とした土曜塾です。毎週土曜日の午前８時 ３０
 分から２時間、スポーツ村クラブハウスの２階で
英語と数学の学習を行います。分からないときに
は、大学生や教員経験者のボランティア講師がサ
ポートしてくれます。
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朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝ごごごごごごごごごごごごごごごごははははははははははははははははんんんんんんんんんんんんんんんんをををををををををををををををを食食食食食食食食食食食食食食食食べべべべべべべべべべべべべべべべててててててててててててててててかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららら
AAAAAAAAAAAAAAAASSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS（（（（（（（（（（（（（（（（阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比ササササササササササササササササタタタタタタタタタタタタタタタタデデデデデデデデデデデデデデデデーーーーーーーーーーーーーーーーススススススススススススススススククククククククククククククククーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルル））））））））））））））））

草
木
地
区
の
正
盛
院
を
友
人
と
二
人
で

訪
れ
た
。盆
も
過
ぎ
、
朝
晩
は
涼
し
く
な
っ

た
が
、日
中
は
残
暑
が
厳
し
い
。「
シ
ャ
カ
、

シ
ャ
カ
、シ
ャ
カ
」と
セ
ミ
の
声
が
響
く
。

参
道
を
上
っ
て
行
く
と
、
山
門
手
前
右

横
に
私
た
ち
よ
り
も
背
丈
の
高
い
石
が
三

段
に
積
ま
れ
る
。上
部
の
長
い
、
が
っ
し
り

と
し
た
石
柱
に「
山
門
禁
葷
酒
」と
刻
ま
れ

る
。文
化
財
調
査
報
告
で
は「
正
盛
院
戒
壇

石
」と
し
て
紹
介
。

 
戒  
壇 
と
は
、
僧
に
戒
め
を
授
け
る
た
め

か
い 
だ
ん

に
築
い
た
場
所
。鑑
真（
奈
良
時
代
来
日
し

た
唐
の
学
僧
。日
本
の
律
宗
の
祖
）
が
奈
良

の
東
大
寺
に
設
置
し
た
の
が
最
初
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
。
律
宗
や
禅
宗
寺
院
の
門
前

に
建
て
ら
れ
た
石
柱
を「
戒
壇
石
」と
呼
ぶ
。

突
然
、寺
を
訪
ね
た
が
住
職
が
快
く
、戒

壇
石
の
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。な
ぜ「
山

門
禁
葷
酒
」と
刻
ま
れ
て
い
る
か
尋
ね
る
。

「 
葷  
酒 
の
�
葷
�は
ネ
ギ
や
ニ
ン
ニ
ク
の
よ

く
ん 
し
ゅ

う
な
に
お
い
の
く
さ
い
野
菜
を
意
味
し
ま

す
。食
べ
た
後
、
口
の
中
で
に
お
い
が
残
る

食
べ
物
は
相
手
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
る

で
し
ょ
。寺
の
僧
は
、
あ
な
た
た
ち
み
た
い

に
訪
ね
て
来
る
人
と
し
ゃ
べ
る
の
も
お
勤

め
の
一
つ
で
す
。
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
は
心

を
乱
し
ま
す
。だ
か
ら『
葷
』
や『
酒
』
は
寺

の
山
門
よ
り
奥
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に

し
た
ん
で
す
よ
」

冷
た
い
お
茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
、
境

内
を
離
れ
る
。セ
ミ
の
声
は
騒
が
し
い
。日

差
し
も
き
つ
い
。
さ
き
ほ
ど
飲
ん
だ
お
茶

も
、あ
っ
と
い
う
間
に
汗
に
変
わ
る
。

「
こ
こ
に
来
る
前
に
、
昨
日
の
夜
、
中
華

料
理
食
べ
て
、
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
っ
て
言
っ

て
ま
し
た
よ
ね
、
山
門
く
ぐ
っ
て
も
よ
か
っ

た
ん
で
す
か
」
と
友
人
が
言
う
。「
寝
る
前

と
朝
、
し
っ
か
り
歯
を
磨
い
た
か
ら
大
丈

夫
。
う
が
い
薬
で
念
入
り
に
う
が
い
も
し

た
か
ら
完
璧
だ
よ
」。「
さ
す
が
で
す
ね
」。

「
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
け
ど

ね
・・・
」。

「
奥
之
院
」
の
矢
印
に
沿
っ
て
「
秋
葉
神

社
奥
の
院
観
音
菩
薩
」
を
探
す
。う
っ
そ
う

と
木
が
生
い
茂
る
、薄
暗
い
場
所
で「
観
音

菩
薩
」
を
発
見
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

で
造
ら
れ
た
小
さ
な
お
堂
の
中
に
「
観
音

菩
薩
」は
安
置
さ
れ
る
。

住
職
の
話
に
よ
れ
ば
、
別
の
場
所
で
土

の
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
菩
薩
像
を
地
元
の

人
が
見
つ
け
、
秋
葉
神
社
奥
の
院
に
移
し

て
ま
つ
っ
た
ら
し
い
。今
も
供
養
花
は
絶
え

な
い
と
の
こ
と
。顔
の
表
情
は
穏
や
か
だ
。

手
を
合
わ
せ
、奥
の
院
を
後
に
す
る
。周

辺
の
墓
地
に
は
、盆
に
供
え
ら
れ
た
、オ
レ

ン
ジ
色
の
ホ
オ
ズ
キ
が
よ
く
目
立
つ
。「
お

墓
に
ピ
ー
マ
ン
供
え
る
ん
で
す
か
？
」。
友

人
は
ホ
オ
ズ
キ
を
知
ら
な
か
っ
た
。

正盛院山門前に建つ“戒壇石”

中央が奥の院の観音菩薩

知
多
半
島
道
路

主
要
地
方
道
路
名
古
屋
半
田
線

多賀神社 

Ｎ 

乙ヶ脇池 乙ヶ脇池 

正盛院 正盛院 

草木小 

八幡神社 八幡神社 

草木川 

阿
久
比
川 

阿久比 
インター 

文 

正盛院戒壇石 

秋葉神社 秋葉神社 

奥の院観音菩薩 奥の院観音菩薩 
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　安心して子どもを生み、子育てしやすい環境をつくるために、平成１５年７月に「次世代育成支援対策推進法」
が成立し、社会が一丸となって、次世代の育成を支援していく施策を進めています。
　町でも、平成１７年３月に「阿久比町次世代育成支援行動計画」を策定し、一人でも多くの方が子育てに伴う
喜びが実感できるよう支援するための取り組みを行っています。
◆基本理念
　　阿久比町に住むすべての子どもが次代の担い手として、心身ともに健康で安心と自信を持って暮らし、
子どもらが輝きながら生きる力を育むとともに、全ての家庭が安心して子どもを育てることができるよう
な環境づくりを目指します。

子どもが健康で輝きながら育つまち　阿久比
◆施策の基本的な方向性
　・地域における子育ての支援　　　　　　　　　　　　　　　・母性、乳幼児などの健康の確保と増進
　・子どもの心身の健やかな成長に役立つ教育環境の整備　　　・子育てを支援する生活環境の整備
　・職業生活と家庭生活との両立の推進　　　　　　　　　　　・子どもなどの安全確保
　・要保護児童への対応などきめ細かな取り組みの推進
◆計画の期間
　・平成１７年度から平成２１年度までの５年間（平成１７年度から平成２６年度までの１０年間の計画期間のうち前

期計画）
◆主な施策の目標値と進展状況
　主な施策の目標値と進展状況は阿久比町ホームページをご覧ください。
　ホームページアドレス　http://www.town.agui.lg.jp/ka/jumin/jisedaikeikakudai4shouh20.pdf
　□問い合わせ先　住民福祉課　�（４８）１１１１（内３０１）

阿久比町次世代育成支援行動計画の進展状況を公表します 阿久比町次世代育成支援行動計画の進展状況を公表します 阿久比町次世代育成支援行動計画の進展状況を公表します 

子
育
て
家
庭
優
待
事
業

　

九
月
一
日
か
ら
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も

の
い
る
家
庭
や
妊
娠
中
の
方
を
対
象
に
、

地
域
社
会
全
体
で
家
庭
を
支
え
る
「
子
育

て
家
庭
優
待
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

　

愛
知
県
と
市
町
村
が
協
働
で
行
う
事
業

で
す
。
県
内
の
協
賛
店
舗
「
は
ぐ
み
ん
優

待
シ
ョ
ッ
プ
」
に
、
町
が
配
布
す
る
「
は

ぐ
み
ん
カ
ー
ド
」
を
提
示
す
る
と
、
協
賛

店
舗
が
独
自
に
設
定
す
る
商
品
の
割
り
引

き
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が

受
け
ら
れ
ま
す
。（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

紹
介
）

カ
ー
ド
配
布
対
象
者

　

阿
久
比
町
内
在
住
で
十
八
歳
未
満
の
子

ど
も
（
十
八
歳
に
達
し
た
日
の
年
度
の
末

日
ま
で
有
効
）
と
妊
娠
中
の
方

カ
ー
ド
配
布
方
法

・　

町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中

学
校
に
通
う
園
児
・
児
童
・
生
徒
は
各

園
、
各
小
・
中
学
校
を
通
じ
て
配
布
し

ま
す
。　

・　

妊
娠
中
の
方
は
、
母
子
健
康
手
帳
交

付
時
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

・　

右
記
以
外
の
人
は
、
住
民
福
祉
課
児

童
福
祉
係
窓
口
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
あ
ぐ
ぴ
っ
ぴ
」
で
配
布
（
い
ず

れ
も
業
務
時
間
内
）
し
ま
す
。

　

対
象
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
も
の

（
健
康
保
険
証
、
生
徒
手
帳
、
母
子
健

康
手
帳
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　
 
�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
６
）
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�
　

食
事
は
子
ど
も
に
と
っ
て
、
栄
養
を
取

る
だ
け
で
な
く
、
心
の
成
長
発
達
の
た
め

に
も
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。
親
子
で

料
理
を
作
っ
て
楽
し
く
食
べ
ま
せ
ん
か
。

□
日　

時　

十
月
一
日（
木
）　

午
前
十
時

〜
午
後
零
時
半

□
内　

容　

メ
ニ
ュ
ー
は
当
日
の
お
楽
し

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

み
。
お
や
つ
で
な
く
、
食
事
を
考
え
て

い
ま
す
。

□
場　

所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対　

象　

就
園
前
の
幼
児
と
保
護
者　

□
講　

師　

町
食
生
活
改
善
推
進
員

□
費　

用　

一
組
四
百
円

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
（
子
ど
も
と
保
護

者
用
）、
食
器
を
拭
く
た
め
の
ふ
き
ん
、

水
筒
（
水
分
補
給
用
）、
母
子
健
康
手
帳

□
定　

員　

二
十
組
（
託
児
有
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛

生
課　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１

１
・
３
１
２
）

�
　

九
月
二
十
四
日
の
「
清
掃
の
日
」
か
ら

十
月
一
日
の
「
浄
化
槽
の
日
」
ま
で
の

「
環
境
衛
生
週
間
」
行
事
の
一
環
で
、
東

部
知
多
衛
生
組
合
管
内
（
大
府
市
、
豊
明

市
、
東
浦
町
、
阿
久
比
町
）
の
小
学
四
年

生
か
ら
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
（
優
秀
作

品
）
を
展
示
し
ま
す
。

□
展
示
場
所　

東
部
知
多
温
水
プ
ー
ル
二

階
ロ
ビ
ー
（
大
府
市
大
東
町
２
―　

）
９６

□
展
示
期
間　

九
月
十
九
日（
土
）〜
十
月

十
八
日（
日
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
部
知
多
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー　

�
０
５
６
２（
４
６
）８
８

５
５

�
　

半
田
保
健
所
で
は
、 
膠  
原  
病 
で
療
養
さ

こ
う 
げ
ん 
び
ょ
う

れ
て
い
る
方
が
よ
り
快
適
に
在
宅
療
養
が

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

で
き
る
よ
う
、
本
人
と
家
族
を
対
象
に
し

た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
月
八
日（
木
）　

午
後
二
時

〜
午
後
四
時

□
場　

所　

半
田
保
健
所
四
階
大
会
議
室

（
半
田
市
出
口
町
１
―　

―
４
）

４５

□
内　

容　
　

・
講
話
「
膠
原
病
と
の
つ
き
あ
い
方
〜
日

常
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
〜
」
全
国
膠
原
病

友
の
会
愛
知
県
支
部
長　

中
野
久
子
氏

・
座
談
会
「
知
恵
を
出
し
合
い
ま
し
ょ

う
」

□
申
込
期
限　

九
月
三
十
日（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
保

健
所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ
ル
ー
プ

�（
２
１
）３
３
４
１

�
　

知
多
一
市
五
町
高
齢
者
交
通
安
全
推
進

協
議
会
の
発
足
か
ら
一
年
を
迎
え
、
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
に
向
け
た
活
動
の
機

運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
総
決
起
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
会
員
以
外
の
方
も
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

九
月
三
十
日（
水
）　

午
前
十

時
〜
正
午

□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）

□
対　

象　

半
田
市
、
阿
久
比
町
、
東
浦

町
、
南
知
多
町
、
美
浜
町
、
武
豊
町
の

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
員
と
交
通
安
全
に

関
心
の
あ
る
方

□
内　

容　

「
高
齢
者
〜
無
事
故
・
無
違

反
百
日
間
ラ
リ
ー
」
表
彰
伝
達
式
、
活

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


動
報
告
、
決
意
宣
言
、
愛
知
県
警
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
（
四
十
五
分
間
）
な
ど

□
入
場
料　

無
料

□
主　

催　

知
多
一
市
五
町
高
齢
者
交
通

安
全
推
進
協
議
会
、
半
田
警
察
署
、
半

田
市
、
阿
久
比
町
、
東
浦
町
、
南
知
多

町
、
美
浜
町
、
武
豊
町

□
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
交
通
課　

�

（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
７
７
）

　

半
田
警
察
署
交
通
課　

�（
２
１
）０
１

１
０

�□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ア
イ
プ

ラ
ザ
半
田
（
半
田
勤
労
福
祉
会
館
）

　

�（
２
３
）２
２
５
５

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation

受講料開講日・募集人員講　師講座内容科目

１期（３カ月）
　　　７,８００円

月２回
第２・４土曜日
午前１０時～正午（６人 )
午後１時～午後３時（６
人）

日本画家
（日本美術院）
小柴年弘　先生

墨と筆が綾なす清美・・・・墨
の濃淡による技法など、水墨画
の基礎から高度な技術までを指
導します。

水墨画

１期（３カ月）
　　　７,８００円
（粘土・焼成代別）

月２回
第１・３土曜日
午前１０時～正午（８人）

陶芸家
（常滑）
中野光影　先生

土練り、成形、絵付など一連の
陶芸技術と知識を実技指導しま
す。粘土の持ち帰りによる家庭自
習もできます。

陶　芸

１期（３カ月）
　　　７,８００円

月２回
第２・４火曜日
午前１０時～正午 (５人 )

日本絵手紙協会
評議員
奥田恵美子　先生

身近にある野菜、果物、草花な
どをはがきや巻紙に描き、余白
にメッセージを添えたものです。
この絵手紙を味わい深い作品に
するための方法を指導します。

絵手紙

募集科目と講座内容

半田警察署 
マスコットキャラクター 

☆　「警察安全相談」ってなに？ 
　　犯罪などによる被害を未然に防止するための相談や、皆さんの生活の安全と平穏に関する相談をいいます。 
☆　窓口はどこにあるの？ 
　　愛知県警察では、警察安全相談窓口として警察本部と全警察署に「住民コーナー」を設け、相談に応じています。 
☆  「警察相談の日」ってなに？ 
　　全国共通の相談専用電話番号「＃９１１０」（シャープ　きゅう　いち　いち　まる）にちなんで、毎年９月１１日を「警察
相談の日」と定め、警察安全相談の利用促進を図っています。 

☆　「＃９１１０」のかけ方は？ 
　　家庭の電話（プッシュ回線のみ）や公衆電話、携帯電話、ＰＨＳで「１１０番」の前に「＃９」
をプッシュすれば、愛知県警察本部の住民コーナー（ただし、愛知県内で発信の場合）にダ
イレクトにつながります。 

　　ダイヤル回線と一部のＩＰ電話からは「＃９１１０」につながりません。その場合、「０５２（９５３）
９１１０」へかけてください。 
☆　「＃９１１０」は、いつかけてもいいの？ 
　　開設時間は、月曜日から金曜日（祝日、年末年始を除く。）の午前９時から午後５時までです。 
□問い合わせ先　半田警察署　fl（２１）０１１０ 

�

�

�

�

�����������������������������������������������������������������������������������
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
見
ら
れ
な
い
世
帯

（
具
体
的
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除

世
帯
が
対
象
）
に
、
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

無
償
給
付
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

支
援
開
始
は
平
成
二
十
一
年
秋
以
降
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
先
、
受
け

付
け
開
始
時
期
は
、
準
備
が
整
い
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※　

支
援
の
申
し
込
み
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の

受
信
契
約
を
結
び
、
全
額
免
除
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
る
べ

く
早
め
に
契
約
手
続
き
な
ど
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
ご
自
身
で

購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
な

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


ど
の
費
用
の
精
算
は
で
き
ま
せ
ん
。

□
問
い
合
わ
せ
先

・
支
援
制
度
全
体
に
つ
い
て　

総
務
省
地

デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
�
０
５
７
０

（
０
７
）０
１
０
１

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
受
信
契
約
、
受
信
料
免
除

に
つ
い
て　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
�
０
５
７
０（
０
７
）７
０
７
７

�
　

虐
待
な
ど
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
事
、
心
配
事
な
ど
相
談

に
電
話
で
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

九
月
六
日（
日
）〜
九
月
十
二

日（
土
）　

〈
平
日
〉
午
前
八
時
半
〜
午

後
七
時
、
〈
土
曜
・
日
曜
日
〉
午
前
十

時
〜
午
後
五
時

□
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員

□
相
談
専
用
電
話　

�
０
５
２（
９
５
２
）

８
２
０
０

□
問
い
合
わ
せ
先　

名
古
屋
法
務
局
人
権

擁
護
部　

�
０
５
２（
９
５
２
）８
１
１

１
（
内
１
４
７
０
）

�□
科　

目　

機
械
科
、
縫
製
科
、
木
工
科
、

陶
磁
器
科
、
紙
器
製
造
科

□
定　

員　

各
科
二
十
人

□
期　

間　

一
年

□
対
象
者　

義
務
教
育
を
修
了
ま
た
は
平

成
二
十
二
年
三
月
修
了
見
込
み
の
知
的

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




障
害
の
あ
る
者
で
、
自
己
の
身
辺
処
理

が
可
能
で
、
訓
練
に
支
障
と
な
る
著
し

い
問
題
行
動
の
な
い
方
。

□
試
験
日　

十
一
月
二
日（
月
）以
降
適
性

検
査
、
面
接
試
験

□
費　

用　

無
料
（
公
共
職
業
安
定
所
か

ら
職
業
訓
練
の
受
講
指
示
を
受
け
て
入

校
し
た
場
合
は
、
訓
練
手
当
て
が
支
給

さ
れ
ま
す
）

□
受
付
期
間　

十
月
一
日（
木
）〜
平
成
二

十
二
年
三
月
十
九
日（
金
）

□
そ
の
他　

訓
練
生
は
全
員
寮
生
活
と
な

り
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
校
願
書
、
療
育
手
帳
の
写
し
、
健
康

診
断
書
な
ど
を
半
田
公
共
職
業
安
定
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

春
日
台
職
業
訓
練
校　

�
０
５
６
８

（
８
８
）０
８
１
１

�
　

半
田
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
を
開
講

し
ま
す
。
救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使

い
方
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

※　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

　

十
月
二
十
一
日（
水
）　

午
後
一
時
半
〜

午
後
四
時
半
、
武
豊
町
中
央
公
民
館
、

　

定
員
二
十
人
（
先
着
順
）

　

十
月
二
十
四
日（
土
）　

午
前
九
時
〜
正

午
、
半
田
消
防
署
成
岩
出
張
所
、
定
員

二
十
人
（
先
着
順
）

�
�
�
�
�
�
�
	



□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
武

豊
支
署　

�（
７
３
）０
１
１
９
、
成
岩

出
張
所　

�（
２
４
）０
１
１
９

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu/

�自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

�

�

�

�

�

�

999999999999999999999 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会月定例議会ををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催開催
　平成２１年阿久比町議会第３回
定例会を次のとおり開催します。
□日　時
　９月３日（木）　午前１０時～
□問い合わせ先　議会事務局
　�（４８）１１１１（内２４１）

試験期日受付時間受験資格募集種目

９月２６日・２７日９月５日～
　　９月９日・平成２２年４月１日現在、

１８歳以上２１歳未満 高卒者
（見込みを含む）

推薦
防衛大学校学生

１１月７日・８日

９月７日～
　　１０月２日

一般

１０月３１日、１１月１日
・平成２２年４月 1日現在、
１８歳以上２１歳未満 高卒者
（見込みを含む）

防衛医科大学校学生

１０月２４日
・平成２２年４月１日現在、
１８歳以上２４歳未満 高卒者
（見込みを含む）

看 護 学 生

自衛隊半田地域事務所まで
問い合わせてください。

年間を通じて
行っています。

・平成２２年４月１日現在、
１８歳以上２７歳未満男子２ 等 陸 ・

海 ・ 空 士
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Information

�
　
「
愛
知
県
史
を
語
る
会
」で
新
し
く
刊
行

し
た
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
中
世
三
』

の
解
説
を
行
い
ま
す
。

　

県
史
は
、
文
明
二
（
一
四
七
〇
）
年
か

ら
桶
狭
間
の
戦
い
ま
で
の
約
九
十
年
間
、

室
町
幕
府
の
将
軍
権
力
が
弱
体
化
し
、
全

国
を
戦
乱
と
下
剋
上
が
支
配
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
時
代
の
三
河
・
尾
張
の
姿
を
、

地
元
に
関
連
す
る
史
料
か
ら
総
合
的
に
描

き
出
し
て
い
ま
す
。

□
日　

時　

九
月
二
十
六
日（
土
）　

午
後

一
時
〜
午
後
四
時
半

□
会　

場　

岡
崎
市
福
祉
会
館
六
階
ホ
ー

ル
（
岡
崎
市
十
王
町
２
―
９
）

□
入
場
料　

無
料

□
定　

員　

二
百
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

愛
知
県
総
務
部
法
務
文
書
課
県
史
編
さ

ん
室
�
０
５
２（
９
７
２
）９
１
７
２

�
　

張
り
紙
、張
り
札
、立
看
板
、広
告
板
、広

告
塔
な
ど
の
屋
外
広
告
物
の
設
置
に
は
、

ま
ち
の
美
観
や
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、

愛
知
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
る
一
定
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。
屋
外
広
告
物
を
設
置

す
る
と
き
は
、
事
前
に
市
町
村
役
場
の
担

当
窓
口
に
相
談
し
、
規
制
の
内
容
に
つ
い

て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
内
で
屋
外
広
告
業
を
営
む
た
め
に
は
、

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�

事
前
に
知
事
の
登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。名
古
屋
市
、豊
橋
市
、岡
崎
市
、豊

田
市
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　

屋
外
広
告
物
条
例
を
守
り
、
美
し
い
愛

知
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
公
園
緑
地
課

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
５
２
５

　

建
設
課
計
画
係　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
８
８
）

�
　

阿
久
比
町
商
工
会
で
は
、
知
多
半
島
五

市
五
町
の
商
工
会
・
商
工
会
議
所
と
連
携

し
て
、
起
業
家
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
創
業
塾
」

を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時

・
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅰ
立
志
編　

十
一
月
一
日

（
日
）午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

・
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
実
践
編　

十
一
月
八
日

（
日
）、
十
五
日（
日
）午
前
九
時
半
〜
午

後
四
時
半　

・
個
別
相
談
会　

十
一
月
二
十
二
日（
日
）

午
前
九
時
半
〜
午
後
零
時
半

□
会　

場　

半
田
商
工
会
議
所

□
内　

容　

・
立
志
編　

起
業
の
心
構
え
と
基
礎
知
識

開
業
資
金
・
融
資
制
度
、
創
業
事
例
発

表
な
ど

・
実
践
編　

事
業
構
想
構
築
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
創
造
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
設
定

と
絞
込
み
な
ど

□
講　

師　

・
立
志
編　
（
株
）ト
ラ
イ
フ
ィ
ッ
ト
代
表

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

取
締
役　

渡
辺
好
唯
氏
ほ
か　

・
実
践
編
・
個
別
相
談
会　

水
野
経
営
開

発
オ
フ
ィ
ス
代
表　

水
野
寿
氏

□
対
象
者　

・
立
志
編　

開
業
を
目
指
す
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
Ｏ
Ｌ
、
主
婦
、
学
生
な
ど　

・
実
践
編　

立
志
編
の
受
講
者
お
よ
び
こ

れ
ま
で
に
同
様
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し

た
方
、
創
業
間
も
な
い
方

□
受
講
料　

立
志
編
の
み
千
円
、
実
践
編

の
み
二
千
円
、
立
志
編
お
よ
び
実
践
編

　

三
千
円

□
定　

員　

立
志
編
五
十
人
、
実
践
編　

三
十
人
（
い
ず
れ
も
受
講
希
望
者
が
少

な
い
と
き
は
実
施
し
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

□
締
め
切
り　

十
月
十
九
日（
月
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

阿
久
比
町
商
工
会　

�（
４
８
）７
０
８
５

今今月月のの納納税税ななどど
国民健康保険税　　　　　　２期分

介護保険料　　　　　　　　２期分

後期高齢者医療保険料　　　３期分

公共下水道事業受益者負担金　２期分

納期限は９月 ３０日（水）です。

99999999999999999999月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，５５６　　（　２１）

人　口　２５，１２４人（　２６）

　男　　１２，４４１人（　１２）

　女　　１２，６８３人（　１４）

（　　）は前月との増減数

７月中の異動

　出生　１３　転入      ８３

　死亡　１４　転出      ５６

平成２１年８月１日現在

人 口 と 世 帯

参加費無料 
クイズラリー開催 

秋の一日、家族や友達と 
　　一緒に歩いてみませんか。 
秋の一日、家族や友達と 
　　一緒に歩いてみませんか。 

「板山高根湿地コース」（約4.1㌔） 
「ふれあいマップ『体力づくりコース』」（町教育委員会作成）を歩きます。 
ふれあいの森～板山高根湿地～トマトハウス団地～安楽寺～ふれあいの森 

ふれあいの森管理棟前　集合 ふれあいの森管理棟前　集合 

10月17日（土） 10月17日（土） 
午前9時受け付け開始　午前9時30分スタート（雨天中止） 午前9時受け付け開始　午前9時30分スタート（雨天中止） 

板山高根湿地のシラタマホシクサ 

９月３０日（水）までに申し込みください。　※　当日受け付けもできます。 
問い合わせ先　社会教育課　fl（４８）１１１１（内２６２） 
主催／阿久比町青少年健全育成地区推進員連絡協議会・阿久比町教育委員会 

完歩すると参加賞がもらえるよ！！ 完歩すると参加賞がもらえるよ！！ 完歩すると参加賞がもらえるよ！！ 

いたやまたか ね しっ ち 


